
ファイバチャネルゾーン分割の設定

この章は、次の項で構成されています。

• ファイバチャネルゾーン分割に関する情報, 1 ページ

• Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割のサポート, 2 ページ

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割に関するガイドラインおよび推奨
事項, 5 ページ

• Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定, 5 ページ

• 両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な VSANからの管理対象外ゾーンの
削除, 7 ページ

• 1つのファブリックインターコネクトにアクセス可能なVSANからの管理対象外ゾーンの削
除, 8 ページ

• ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定, 9 ページ

ファイバチャネルゾーン分割に関する情報
ファイバチャネルゾーン分割によって、ファイバチャネルファブリックを 1つ以上のゾーンに
区切ることができます。各ゾーンでは、VSANで相互通信できるファイバチャネルイニシエー
タとファイバチャネルターゲットのセットが定義されます。ゾーン分割により、ホストとスト

レージデバイスまたはユーザグループ間のアクセス制御を設定することができます。

ゾーン分割がもたらすアクセス制御とデータトラフィック制御によって以下が可能になります。

• SANネットワークセキュリティの強化

•データの損失や破損の防止

•パフォーマンス問題の軽減

Cisco UCS Manager CLI コンフィギュレーションガイド、リリース 2.2    
    OL-31133-02 1



ゾーンに関する情報

ゾーンは複数のゾーンメンバから構成されており、次のような特性を備えています。

•ゾーンのメンバ同士はアクセスできますが、異なるゾーンのメンバ同士はアクセスできませ
ん。

•ゾーンのサイズを変更できます。

•デバイスは複数のゾーンに所属できます。

• 1つの物理ファブリックに最大 8,000ゾーンを収容できます。

ゾーンセットに関する情報

各ゾーンセットは、1つまたは複数のゾーンから構成されます。ゾーンセットを使用して、ファ
イバチャネルファブリック内でアクセス制御を実行することができます。また、ゾーンセット

には次のような利点があります。

•アクティブにできるのは、常に 1つのゾーンセットだけです。

•ゾーンセット内のすべてのゾーンは、ファブリック内のスイッチ全体で単一のエンティティ
としてアクティブまたは非アクティブにできます。

• 1つのゾーンを複数のゾーンセットのメンバにできます。

•ゾーン内の各スイッチは最大 500のゾーンセットを持つことができます。

Cisco UCS Managerでのファイバチャネルゾーン分割の
サポート

Cisco UCSManagerは、スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割とCisco UCSManagerベー
スのファイバチャネルゾーン分割をサポートしています。同じ Cisco UCSドメイン内ではゾー
ン分割タイプを組み合わせて設定できません。次のゾーン分割タイプのいずれかを使って Cisco
UCSドメインを設定できます。

•ゾーン分割なし

• Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレー
ジとローカルゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたは FCoEのストレージ
はファブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、Cisco UCSローカルゾー
ン分割を使用してCiscoUCSManagerで実行されます。既存のファイバチャネルまたはFCoE
のアップリンク接続を無効にする必要があります。現時点では、 Cisco UCSは、UCSローカ
ルゾーン分割機能の利用において、アクティブなファイバチャネル/FCoEアップリンク接続
をサポートしていません。
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•スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割：この設定は、直接接続ストレージとアッ
プリンクゾーン分割の組み合わせです。ファイバチャネルまたはFCoEのストレージはファ
ブリックインターコネクトに直接接続され、ゾーン分割は、MDSまたは Nexus 5000スイッ
チを介して Cisco UCSドメインの外部から実行されます。この設定では、Cisco UCSドメイ
ンでのローカルゾーン分割はサポートされません。

ゾーン分割は VSAN単位で設定されます。ファブリックレベルでゾーン分割を有効にするこ
とはできません。

（注）

Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分割
Cisco UCS Managerベースのゾーン分割の場合、Cisco UCS Managerは、このタイプのゾーン分割
で設定されたすべての VSANのゾーンの作成やアクティブ化など、Cisco UCSドメインのファイ
バチャネルゾーン分割の設定を制御します。このタイプのゾーン分割は、ローカルゾーン分割、

または直接接続ストレージとローカルゾーン分割の組み合わせとも呼ばれます。

VSANがアップストリームスイッチの VSANと通信するよう設定され、ファイバチャネル
ポートまたはFCoEアップリンクポートを含んでいる場合は、CiscoUCSManagerベースのゾー
ン分割を実行できません。

（注）

サポートされているファイバチャネルゾーン分割モード

Cisco UCS Managerベースのゾーン分割は、次のタイプのゾーン分割をサポートしています。

•単一のイニシエータと単一のターゲット：Cisco UCS Managerは、vHBAとストレージポー
トの組み合わせごとに 1つのゾーンを自動作成します。各ゾーンには 2つのメンバが含まれ
ます。ゾーンの数がサポートされる最大数を超える見込みがない場合は、このタイプのゾー

ン分割を設定することをお勧めします。

•単一のイニシエータと複数のターゲット：Cisco UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾーンを
自動作成します。ゾーンの数がサポートされている最大値に到達またはそれを超えると予想

される場合は、このタイプのゾーン分割を設定することを推奨します。

vHBA イニシエータグループ
vHBAイニシエータグループによって、サービスプロファイル内のすべての vHBAのファイバ
チャネルゾーン分割設定を決定します。 Cisco UCS Managerにはデフォルトの vHBAイニシエー
タグループが含まれていません。ゾーン内のサーバに割り当てるサービスプロファイルでvHBA
イニシエータグループを作成する必要があります。

vHBAイニシエータグループでの設定により、以下が決定されます。
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•イニシエータグループに含める vHBA（vHBAイニシエータとも呼ばれる）。

•ファイバチャネルストレージ接続ポリシー。これには、関連する VSANおよびストレージ
アレイ上のファイバチャネルターゲットポートが含まれます。

•グループに含める vHBAに対して設定するファイバチャネルゾーン分割のタイプ。

ファイバチャネルストレージ接続ポリシー

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーには、Cisco UCS Managerベースのファイバチャネル
ゾーン分割の設定に使用される、ストレージアレイ上の一連のターゲットストレージポートが

含まれています。このポリシーは、組織またはイニシエータグループの下に作成できます。

これらのゾーン内のストレージアレイは、ファブリックインターコネクトに直接接続している必

要があります。ファイバチャネルストレージ接続ポリシーに組み込むこれらのアレイのターゲッ

トストレージポートには、ファイバチャネルストレージポートまたは FCoEストレージポート
を使用できます。ポートのWWNを使用して、ポートをポリシーに追加し、ファイバチャネル
ゾーンのポートを識別します。

Cisco UCS Managerはデフォルトのファイバチャネルストレージを作成しません。（注）

ファイバチャネルアクティブゾーンセット設定

ファイバチャネルゾーン分割が有効になっている各 VSANでは、Cisco UCS Managerは自動的に
1つのゾーンセットと複数のゾーンを設定します。ゾーンメンバーシップは、相互通信が許可さ
れたイニシエータとターゲットのセットを指定します。 Cisco UCS Managerは自動的にそのゾー
ンセットをアクティブにします。

Cisco UCS Managerは、ユーザ設定の vHBAイニシエータグループとそれらの関連したファイバ
チャネルストレージ接続ポリシーを処理し、ファイバチャネルイニシエータとターゲット間の

必要な接続を決定します。 Cisco UCS Managerは、次の情報を使用し、イニシエータとターゲッ
ト間のペアワイズゾーンメンバーシップを構築します。

• vHBAイニシエータのポートWWNは、vHBAイニシエータグループから作成されます。

•ストレージアレイのポートWWNは、ストレージ接続ポリシーから作成されます。

スイッチベースのファイバチャネルゾーン分割

スイッチベースのゾーン分割の場合、Cisco UCSドメインはアップストリームスイッチからゾー
ン分割設定を継承します。 Cisco UCS Managerでは、ゾーン分割の設定に関する情報を設定した
り表示したりできません。 VSANに対してスイッチベースのゾーン分割を適用するには、Cisco
UCS Managerでその VSANのゾーン分割を無効にする必要があります。
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Cisco UCS Managerベースのファイバチャネルゾーン分
割に関するガイドラインおよび推奨事項

ファイバチャネルゾーン分割の設定を計画する際は、次のガイドラインおよび推奨事項を考慮し

てください。

ファイバチャネルスイッチングモードは Cisco UCS Manager設定用のスイッチモードでなければ
ならない

Cisco UCS Managerにファイバチャネルゾーン分割を処理させる場合は、ファブリックインター
コネクトがファイバチャネルスイッチモードである必要があります。エンドホストモードでは

ファイバチャネルゾーン分割を設定できません。

ハイアベイラビリティのために対称構成を推奨

Cisco UCSドメインが 2つのファブリックインターコネクトによるハイアベイラビリティ構成で
ある場合は、両方のファブリックインターコネクトに同一のVSANセットを設定することを推奨
します。

Cisco UCSでのファイバチャネルのゾーン分割の設定

この手順は、Cisco UCS Managerにより制御されるファイバチャネルゾーン分割に対し Cisco
UCSドメインを設定するのに必要な手順の概要を示します。次のすべてのステップを完了す
る必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

まだ完了してない場合は、Cisco UCSドメ
イン内のファブリックインターコネクト

ステップ 1   

の接続を、外付けファイバチャネルスイッ

チ（MDSなど）から切り離してください。

この機能は現在、Cisco UCS Manager GUI
では使用できません。このステップは、

Cisco UCSドメインにまだ外部ファイバ
チャネルスイッチによって管理されたゾー

ステップ 2   

Cisco UCSManager CLIで実行する必要が
あります。

ンが含まれる場合は、これらのゾーンを削

除するために、影響を受けたすべての

VSANで clear-unmanaged-fc-zone-allコマ
ンドを実行します。
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目的コマンドまたはアクション

エンドホストモードではファイバチャネ

ルゾーン分割を設定できません。

ファイバチャネルスイッチモードの両方

のファブリックインターコネクトでファ

ステップ 3   

イバチャネルスイッチングモードを設定

します。
ファイバチャネルスイッチングモードの

設定を参照してください。

ポートおよびポートチャネルの設定を参

照してください。

ファイバチャネルゾーンのトラフィック

転送に必要なファイバチャネルとFCoEス
トレージポートを設定します。

ステップ 4   

クラスタ設定では、それらがファイバ

チャネルストレージモードで両方のファ

1つ以上のVSANを作成し、ファイバチャ
ネルゾーンのトラフィック転送に必要な

ステップ 5   

ブリックインターコネクトにアクセスで

きるようにすることを推奨します。

すべての VSANで、ファイバチャネルの
ゾーン分割を有効にします。

ネームド VSANの設定を参照してくださ
い。

必要に応じて、この手順を実行してサー

ビスプロファイルにファイバチャネル

ゾーン分割を設定することができます。

1つ以上のファイバチャネルストレージ
接続ポリシーを作成します。

ステップ 6   

ファイバチャネルストレージ接続ポリ

シーの作成, （9ページ）を参照してく
ださい。

この設定を完了するには、次の手順を完

了します。

ファイバチャネルゾーン経由で通信する

必要があるサーバに対してサービスプロ

ステップ 7   

ファイルまたはサービスプロファイルテ

ンプレートにゾーン分割を設定します。
• VHBAに割り当てられた VSAN（複
数の場合あり）のゾーン分割を有効

にします。

• 1つ以上の vHBAイニシエータグ
ループを設定します。

サービスプロファイルの設定を参照して

ください。
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両方のファブリックインターコネクトにアクセス可能な

VSAN からの管理対象外ゾーンの削除
外部ファイバチャネルスイッチを切断した後、そのスイッチによって管理されていたファイバ

チャネルゾーンがCisco UCSドメインからクリアされていない場合があります。この手順では、
Cisco UCSドメインの各VSANからこれらのゾーンを削除して、ファイバチャネルゾーン分割を
Cisco UCSに設定できます。

はじめる前に

まだ行っていない場合は、MDSなどの外部ファイバチャネルスイッチから Cisco UCSドメイン
内のファブリックインターコネクトを切断します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始し

ます。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定したファブリックインターコネクトのファイ

バチャネルアップリンクモードを開始します。

UCS-A /fc-uplink # scope fabric
{a | b}

ステップ 2   

指定されたネームドVSANのVSANモードが開始
されます。

UCS-A /fc-uplink/fabric # scope
vsan vsan-name

ステップ 3   

指定されたネームドVSANからすべての管理対象
外ファイバチャネルゾーンをクリアします。

UCS-A /fc-uplink/fabric/vsan #
clear-unmanaged-fc-zones-all

ステップ 4   

必要に応じて、ステップ2から4を繰り返し、バッ
ファをコミットする前に、指定したファブリック

インターコネクトにアクセス可能なすべてのVSAN
から管理対象外のゾーンを削除することができま

す。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /fc-uplink/fabric/vsan #
commit-buffer

ステップ 5   

次の例では、管理対象外のゾーンをファブリックインターコネクトAにアクセス可能なネームド
VSANから削除し、トランザクションをコミットする方法を示します。
UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope fabric a
UCS-A /fc-uplink/fabric # scope vsan finance
UCS-A /fc-uplink/fabric/vsan # clear-unmanaged-fc-zones-all
UCS-A /fc-uplink/fabric/vsan* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink #
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1 つのファブリックインターコネクトにアクセス可能な
VSAN からの管理対象外ゾーンの削除

外部ファイバチャネルスイッチを切断した後、そのスイッチによって管理されていたファイバ

チャネルゾーンがCisco UCSドメインからクリアされていない場合があります。この手順では、
Cisco UCSドメインの各VSANからこれらのゾーンを削除して、ファイバチャネルゾーン分割を
Cisco UCSに設定できます。

はじめる前に

まだ行っていない場合は、MDSなどの外部ファイバチャネルスイッチから Cisco UCSドメイン
内のファブリックインターコネクトを切断します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ファイバチャネルアップリンクモードを開始しま

す。

UCS-A# scope fc-uplinkステップ 1   

指定されたネームドVSANのVSANモードが開始
されます。

UCS-A /fc-uplink # scope vsan
vsan-name

ステップ 2   

指定されたネームド VSANからすべての管理対象
外ファイバチャネルゾーンをクリアします。

UCS-A /fc-uplink/vsan #
clear-unmanaged-fc-zones-all

ステップ 3   

必要に応じて、ステップ 2と 3を繰り返し、バッ
ファをコミットする前に、両方のファブリックイ

ンターコネクトにアクセス可能なすべての VSAN
から管理対象外のゾーンを削除することができま

す。

トランザクションをシステムの設定にコミットし

ます。

UCS-A /fc-uplink/vsan #
commit-buffer

ステップ 4   

次の例では、管理対象外のゾーンをネームド VSANから削除し、トランザクションをコミットす
る方法を示します。

UCS-A# scope fc-uplink
UCS-A /fc-uplink # scope vsan finance
UCS-A /fc-uplink/vsan # clear-unmanaged-fc-zones-all
UCS-A /fc-uplink/vsan* # commit-buffer
UCS-A /fc-uplink #
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ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの設定

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの作成

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
として /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

ストレージ接続ポリシーを指定されたポリ

シー名で作成し、組織ストレージ接続ポリ

シーモードを開始します。

UCS-A /org # create
storage-connection-policy policy-name

ステップ 2   

UCS-A /org # set zoning-type {none | simt
| sist}

ステップ 3   • [None]：Cisco UCSManagerはファイバ
チャネルゾーン分割を設定しません。

• [Single Initiator Single Target]：Cisco UCS
Managerは、vHBAとストレージポー
トの組み合わせごとに 1つのゾーンを
自動作成します。各ゾーンには 2つの
メンバが含まれます。ゾーンの数がサ

ポートされる最大数を超える見込みが

ない場合は、このタイプのゾーン分割

を設定することをお勧めします。

• [Single Initiator Multiple Targets]：Cisco
UCSManagerは、vHBAごとに 1つゾー
ンを自動作成します。ゾーンの数がサ

ポートされている最大値に到達または

それを超えると予想される場合は、こ

のタイプのゾーン分割を設定すること

を推奨します。

指定されたWWPNを持つストレージター
ゲットエンドポイントを作成し、ストレー

ジターゲットモードを開始します。

UCS-A /org/storage-connection-policy #
create storage-target wwpn

ステップ 4   

ターゲットエンドポイントとの通信に使用

するファブリックインターコネクトを指定

します。

UCS-A
/org/storage-connection-policy/storage-target
# set target-path {a | b}

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

ターゲットエンドポイントとの通信に使用

する VSANを指定します。
UCS-A
/org/storage-connection-policy/storage-target
# set target-vsan vsan

ステップ 6   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org/storage-connection-policy #
commit-buffer

ステップ 7   

次の例では、ファブリックインターコネクト Aとデフォルト VSANを使用して scPolicyZone1と
いう名前のルート組織でファイバチャネルストレージ接続ポリシーを設定し、トランザクション

をコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org* # create storage-connection-policy scPolicyZone1
UCS-A /org/storage-connection-policy* set zoning-type sist
UCS-A /org/storage-connection-policy* # create storage-target 20:10:20:30:40:50:60:70
UCS-A /org/storage-connection-policy/storage-target* # set target-path a
UCS-A /org/storage-connection-policy/storage-target* # set target-vsan default
UCS-A /org/storage-connection-policy* # commit-buffer
UCS-A /org/storage-connection-policy #

ファイバチャネルストレージ接続ポリシーの削除

手順

目的コマンドまたはアクション

指定した組織の組織モードを開始します。

ルート組織モードを開始するには、org-name
として /を入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1   

指定されたストレージ接続ポリシーを削除し

ます。

UCS-A /org # delete
storage-connection-policy
policy-name

ステップ 2   

トランザクションをシステムの設定にコミッ

トします。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3   

次の例では、ルート組織から scPolicyZone1という名前のストレージ接続ポリシーを削除し、トラ
ンザクションをコミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete san-connectivity-policy scPolicyZone1
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #
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